
 

第６１回全国学校体育研究大会滋賀大会  

開 催 要 項 
 

 

１ 趣  旨 

これからの時代を生きる子供たちが、明るく豊かで活力ある生活を営むためには、生涯にわたっ

て心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現することが重要である。これに向けて平

成２９・３０年告示の学習指導要領では、児童生徒が身に付けるべき資質・能力を「知識及び技

能」「思考力，判断力，表現力等」「学びに向かう力，人間性等」の三つの柱で整理し、その内容

等の改善が図られた。加えて児童生徒が体育・保健の「見方・考え方」を働かせながら学びを進め

られるように指導を改善すること、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推進

することが示された。令和３年度までには、幼稚園・小学校・中学校・特別支援学校の小学部・中

学部においては学習指導要領（幼稚園は幼稚園教育要領）が全面実施され、令和４年度は、高等学

校と特別支援学校高等部においても年次進行で開始され、全ての校種において実施される年であ

り、その趣旨を踏まえ、指導内容の系統性を重視したより質の高い体育・保健体育学習の展開とそ

の共有が求められる時期だといえる。 
  滋賀県では、学習指導要領の趣旨の実現を目指して、昭和３６年（１９６１年）から小・中・高

に研究指定校を設定し、積極的な授業研究を行ってきた。毎年、「滋賀県学校体育研究発表大会」

での発表を通して、その成果の共有を継続している。各校種において、指導と評価の一体化を図っ

た単元計画を作成することの重要性について共通理解が進んだことは、その成果の一つといえる。

さらに平成２３年（２０１１年）からは特別支援学校も加わり、現在では小・中・高・特支の各校

で公開授業を実施するようになり、校種を超えた授業交流を展開しているところである。 
  本大会では、これまでの滋賀県における研究成果を提案し、育成を目指す資質・能力の三つの柱

を幼児児童生徒が意欲的に身に付けようとする授業の在り方について検討したい。またカリキュラ

ム・マネジメントの視点から、校種間の接続を重視した指導内容の系統性を整理・確認し、目指す

べき体育・保健体育学習の姿を追究したい。このような経緯から、本大会主題を「豊かなスポーツ

ライフの実現を目指した、子供たちの発達段階に応じた系統的な体育・保健体育学習の充実」と設

定し、公開保育・公開授業及び研究協議等を行うものである。 
 

 

２ 大会主題  豊かなスポーツライフの実現を目指した、 

子供たちの発達段階に応じた系統的な体育・保健体育学習の充実 

 

 

３ 主  催  スポーツ庁  公益財団法人日本学校体育研究連合会 

 

 

４ 共  催  滋賀県教育委員会 

大津市教育委員会  草津市教育委員会 

 

 

５ 主  管  第６１回全国学校体育研究大会滋賀大会実行委員会 

 

 

６ 期  日  令和４年１１月１０日（木）～１１日（金） 

 



 

７ 会  場 

（１）全体会会場（第１日） 大津市民会館 大ホール 

             大津市島の関１４－１ 

（２）分科会会場（第２日） 滋賀県内１１会場 

幼 稚 園    第１分科会   大 津 市 立 平 野 幼 稚 園 

小 学 校    第２分科会   大 津 市 立 瀬 田 東 小 学 校 

第３分科会   大 津 市 立 平 野 小 学 校 

             第４分科会   草 津 市 立 老 上 西 小 学 校 

             第５分科会   滋賀大学教育学部附属小学校 

   中 学 校    第６分科会   大 津 市 立 志 賀 中 学 校 

             第７分科会   草 津 市 立 老 上 中 学 校 

             第８分科会   滋賀大学教育学部附属中学校 

   高 等 学 校    第９分科会   滋 賀 県 立 石 山 高 等 学 校 

             第10分科会   滋賀県立草津東高等学校 

特別支援学校     第11分科会   滋 賀 県 立 野 洲 養 護 学 校 

 

 

８ 参加対象 

（１）全国の幼稚園（認定こども園を含む）、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教   

育学校、特別支援学校の教職員及び保健体育行政関係者 

（２）社会体育等の指導者及び大学等の研究者 

（３）一般参加者 

 

 

９ 内  容 

（１）全 体 会（第１日）   

  ア 開 会 式 

  イ 表 彰 式 

  ウ 基調報告 

    エ 行政説明     「運動部活動の地域移行と地域スポーツの振興について」 

              橋田 裕（スポーツ庁地域スポーツ課 課長） 

  オ 解  説     「これからの体育・保健体育学習に求められるもの」 

              横嶋 剛（スポーツ庁教科調査官） 

  カ シンポジウム   「運動好きな子供や日常から運動に親しむ子供を育む 

体育・保健体育における学習指導の工夫」 

    コーディネーター  細越 淳二（国士舘大学 教授） 

    シンポジスト    三浦 美幸（文京区立本駒込幼稚園 主任教諭） 

              内藤 康司（大津市立瀬田東小学校 校長） 

中村 直人（熊本県教育庁県立学校教育局体育保健課学校体育班 

参事兼学校体育班長） 

              大谷 麻子（神戸大学附属中等教育学校 教諭） 

              小林 重和（滋賀県立三雲養護学校 教頭） 

              寺山 由美（筑波大学 准教授） 

  キ 特別講演     「豊かなスポーツライフの実現に向けて」 

              ～私とスポーツとの関わり～ 

    講  師      髙橋 繁浩（中京大学 教授） 

 



 

 

（２）分 科 会（第２日） 

  ア 公開保育・公開授業 

  イ 研究発表・研究協議 

  ウ 指導講評 

  エ 閉 会 式 

 

 

10  日  程 

１日目：１１月１０日（木） 全体会 

9:30 10:00  10:40 11:30  11:55  12:50 13:10   14:05        15:50     17:00 

受

付 
開会式 表彰式 

基調

報告 
昼食 

行政

説明 
解説 シンポジウム 特別講演 

 

 ２日目：１１月１１日（金） 分科会 

9:00 9:30                  12:00   13:00             15:00 

受

付 
公開保育・公開授業 昼食 

研究発表 

研究協議 

指導 

講評 

閉

会

式 

    ※２日目（分科会）の日程は、会場により多少の変更があります。 

 

 

11 参 加 費  ５，０００円 

 

 

12 参加申込み・宿泊手続き 

  後日、滋賀大会実行委員会事務局から二次案内がありますので、その内容に基づき申し込みを

してください。 

  また、宿泊については、取扱旅行業者を通して大会実行委員会で宿舎を確保する予定です。必

要な場合は、参加申し込みと併せて申し込みをしてください。 

 

 

13 問合せ先   

滋賀大会実行委員会事務局（滋賀県教育委員会事務局保健体育課内） 

     〒520-8577 滋賀県大津市京町四丁目１－１ 

  TEL 077-528-4627  FAX 077-528-4955 

     E-mail  yamada-naohiko@pref.shiga.lg.jp 

  公益財団法人 日本学校体育研究連合会 

     TEL 03-3465-3954  FAX 03-3465-7464 

E-mail gakutairen@msb.biglobe.ne.jp 

ホームページ URL http://www.gakutairen.jp/ 

 

 

 

 

 



 

14 そ の 他 

（１）全体会場及び各分科会場では駐車場の用意はできませんので、公共交通機関を利用してくだ

さい。 

（２）公益財団法人日本学校体育研究連合会評議員会は、１１月９日（水）１３時３０分から「大

津市民会館」で行います。 

（大津市民会館：〒520-0042 滋賀県大津市島の関１４－１ TEL 077-525-1234 ＪＲ大津

駅より徒歩１０分） 

（３）第６１回全国学校体育研究大会滋賀大会レセプションの有無等については、事務局からの二

次案内でお知らせします。（開催する場合は、１１月９日（水）を予定しております。） 

（４）全国的な感染状況等により、大会の内容の変更や中止する場合があります。変更等の連絡

は、公益財団法人日本学校体育研究連合会ホームページ（URL：http://www.gakutairen.jp/）

でお知らせします。 

 

http://www.gakutairen.jp/

